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第２期区民会議の取組状況を区民の方々に報告するためのフォーラムを開催します。 

特別ゲストとして、ＮＨＫの人気番組の一つである「難問解決！ご近所の底力」のチーフプロデ

ューサー堂垣彰久氏をお招きし、番組制作の裏話、番組で取り上げた成功事例の紹介など、地域

の課題解決に向けたヒントをお話しいただきます。 

（日時・場所） 

 平成 22 年 2 月 7 日（日）13：00～16：00 

  麻生区役所４階 第１・２会議室 

（内容） 

 アトラクション〔ミニコンサート〕 

①開会 

西谷区民会議委員長あいさつ 

磯野区長あいさつ 

②講演 

 「地域の課題を地域で解決」 

～番組の仕掛人が語る～ 

講師 ＮＨＫ「難問解決！ご近所の底力」 

チーフプロデューサー 堂垣彰久氏 

③報告 

 区民会議の活動報告 

  環境部会、地域交流部会から、これまで取り組んだ内容を報告。 

④質疑応答 

  参加者との質疑応答。 

⑤閉会 
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区民会議フォーラム開催 

 平成元年ＮＨＫ入局。番組制作ディレクタ

ー・デスク・プロデューサーとして、青森、東

京、仙台、松江で勤務。「クローズアップ現代」

「ＮＨＫスペシャル」などを担当。 

平成２０年より、「難問解決！ご近所の底力」

のチーフ・プロデューサーとなり、現在に至る。

総務省「地域力創造に関する有識者会議」委員。

◇◆◇ 堂垣彰久氏プロフィール ◇◆◇ 
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必見！麻生区地元の底力 

地域のコミュニティ作りの 

取組事例展示も行います



 

平成２１年１０月３０日（金）第６回区民会議、１２月１５日（火）第７回区民会議が開かれ

ました。地域交流部会、環境部会から取組状況が報告され、意見交換・審議を行いました。 

 (傍聴者 第 6 回 ５名、第 7 回 ３名) 

出席参与 第 6 回：雨笠、尾作、勝又、花輪、山崎、山口 

第 7 回：花輪、山口            の各市議会議員 

 

◆◇調査審議課題について◇◆ 

①地域交流部会 

◇市民活動支援（こども文化センター調査） 

市民活動を推進するために、地域の拠点で

もある区内のこども文化センターの調査を行

い、「市の拠点」「区の拠点」「地域の拠点」

の連携や情報共有のあり方等について調査審

議を行いました。 

（実施日）平成 21 年 8 月～9 月 

（場所）区内 10 箇所のこども文化センター 

（実施方法） 

アンケート調査を実施後、結果を踏まえ、

区民会議委員が分担して各こども文化センタ

ーを訪問、ヒアリング調査を実施 

（調査結果） 

・ 地域の拠点としての認知度が低く、利用団

体が固定化している傾向がある。 

・ こども文化センターは子ども利用が最優

先の施設ですが、子どもたちの利用がない

場合に限り市民活動としての利用が可能。 

・ 現在は利用数がそれほど多くなく調整で

きているが、市民活動での利用希望が多く

なった場合、利用制限が必要になる。   

（検討内容） 

・ 積極的な広報が必要であるとの意見があ

り、今後、「区役所」や「やまゆり」のホ

ームページ、市政だより区版を使った広報

や利用促進のためのチラシ等を作成する

必要がある。 

・ 「地域の拠点」としては他の施設の利用も

検討されるべき。 

 

 

 

 

以上のような報告があり、これに関連して、

1 期で行われた「老人いこいの家」について

の提言にも言及されました。 

区内「老人いこいの家」の半数がこども文

化センターと合築されている施設であり、「地

域の拠点」としての「老人いこいの家」の利

用もあわせて検討が必要との意見がありまし

た。 

◇あいさつが交し合える地域づくり事業 

第１期区民会議の提言を受けて実施してい

る「あいさつが交しあえる地域づくり事例集」

の作成経過などが報告されました。 

（作成経過） 

平成 20 年 11 月 

 町会・自治会のアンケート調査（102 団体） 

平成 20 年 12 月 

 市民活動団体のヒアリング調査（15 団体） 

平成 21 年 3 月 

ヒアリング調査対象の町内会・自治会 

（23 団体）の選定、実施 

平成 21 年 5 月  ヒアリング調査分析 

平成 21 年１１月～ 原稿確認、校正 

（今後の予定） 

町内会・自治会等で行われているコミュニ

ティ活動の内容や活動の工夫、成功要因、活

動の効果などを分析し、平成 22 年 3 月まで

に事例集を作成します。 
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◇エコバッグを通じた世代間交流 ◇しんゆり・芸術祭の開催に伴う 

展小中学生による絵画  小学生と高齢者の世代間交流を目的に、区

内にある「こども文化センター」と「老人い

こいの家」の合築施設でオリジナルエコバッ

グを作成しました。エコ意識の高揚を目的に

専修大学学生が作成した「エコかるた」を使

って参加者全員で交流したあと、エコバッグ

を作成しました。 

平成 22 年のゴールデンウィークに開催さ

れる「川崎・しんゆり芸術祭 2010」を盛り

上げる目的で小中学生による絵画展を開催す

ることになりました。 

（展示期間） 

 平成 22 年 4 月 28 日～５月６日 
１１日 8 日（日）麻生こども文化センター 

 参加者 27 名（３） 
（実施場所） 

新百合ヶ丘駅北口側の小田急電鉄側フェン

スに作品を掲示する。 
１１月１８日（水）岡上老人いこいの家 

 参加者 29 名(12) 
今回は区内こども文化センターに依頼し、

「わがまち●●●（こ文名）」というテーマで

作成していただく予定です。 

        ( )内は高齢者の参加人数 

 

◇しんゆり・芸術祭の開催に伴う 

美化清掃活動 

「川崎・しんゆり芸術祭 2010」に区内外

から多くの来場者があることから、区民会議

が関係機関に働きかけ、昨年に引き続き新百

合ヶ丘駅周辺の清掃活動を実施することにな

りました。 

          

（日時） 

 ４月２０日（火）午前９：３０～ 

予備日（荒天の場合）４月２１日（水） 
「エコかるた」を使ったかるたとりはとて

も盛り上がり、エコバッグ作成も楽しく行わ

れました。自分の住む地域でもやってみたい

という参加者もあり、少しずつ取組が広がっ

ています。 

（実施場所） 

新百合ヶ丘駅北口 

南口ペデストリアンデッキ 

南口バスロータリー待合場所など 

 

 

 

②環境部会 

◇「麻生区エコカルテ」の作成 

麻生区内のエコ関連データや取組事例（区

民・企業・行政）を掲載した麻生区エコカル

テを作成し、小学校の環境学習等に活用して

いただく予定です。 

 

 

 

 

（構成） 

麻生区における温暖化の状況 

麻生区における自然環境資源 

麻生区内のエコ活動 

エコの取組事例紹介（区民・企業・行政） 

地域別に見たエコ活動（中学校区単位）など 
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〇展示コーナー  

各団体の取組をブースで展示              

  じゅんかんチャレンジ桜丘推進協議会/麻生生きごみ隊/

環境を考え行動する会/川崎・ごみを考える市民連絡会/

ＪＡセレサ川崎 

 写真展：19 作品（生ごみ堆肥・肥料で育てた花や野菜の写真）

〇直売コーナー（区役所前広場にて） 

柿生野菜生産者直売会にご協力いただきました。 

◇◇◇◇「「生生ごごみみリリササイイククルルとと地地産産地地消消フフォォーーララムム」」報報告告◇◇◇◇  

去る平成２１年１１月２９日（日）、環境部会が取り組む「生ごみリサ

イクルと地産地消」をテーマにしたフォーラムが開催されました。会場い

っぱいの参加者の中、生ごみリサイクルの現状や身近で活動している団体

の取組が発表されました。（参加人数 132 名）

（ 内容 ） 

○講演〇「生ごみリサイクルで環境に優しい地産地消」 東京農業大学 後藤逸男教授 

○取組み事例発表〇 

  ・「じゅんかんﾁｬﾚﾝｼﾞ桜丘」の取組み じゅんかんﾁｬﾚﾝｼﾞ桜丘推進協議会（世田谷区） 

 ・市民、農家、行政の連携による「生ごみ堆肥化」 あさお生きごみ隊（麻生区） 

  ・手軽にできる「ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｺﾝﾎﾟｽﾄで生ごみﾘｻｲｸﾙ」 環境を考え行動する会（麻生区） 

  ・「レストランあさお」のモデル事業 麻生区区民会議 環境部会（麻生区） 

○パネルディスカッション〇 ～コーディネーター  麻生区区民会議 西谷明子委員長～ 

 パネラー  東京農業大学応用生物科学部  後藤逸男教授 

大盛況！ 

参加の皆さんの環境に対す

る意識の高さを感じました。

       明 治 大 学 農 学 部  玉置雅彦教授 

       ＪＡセレサ川崎営農経済本部  梶 稔部長 

       川崎市環境局廃棄物政策担当  佐藤好子主幹 

  

   

 

〇講演・発表・パネルディスカッションより〇 〇アンケートより〇 

 東京農業大学後藤教授の講演を初め、事例

発表された各団体の方々から、日頃取組んで

おられる具体的事例やその効果などについて

とても熱心にご説明をいただきました。 

アンケート結果では、「各々のグループが生

ごみの減量を通じて、環境への配慮をしてい

ることが身近に感じられた。」「無関心な区民

も、少しずつでも巻き込む努力を」などのご

意見があり、「大変参考になった」「参考にな

った」と回答された方が、８割を超える結果

となりました。 

 パネルディスカッションでは、各パネラー

からリサイクルの取組や今後の取組みの方向

性などについて話されました。  

 ・ 

  ・

 

 

 

* 今後の日程（区民のみなさんの傍聴をお待ちしています。詳細は麻生区役所企画課まで） 

平成 21 年度 第８回区民会議 平成 22 年 3 月 15 日（月）１５：００～１７：００ 

* 区民会議へのご意見・ご提案は、随時募集しています。 

区役所内２階ロビーに設置している「提案箱」や区ホームページをご利用ください。 

* 麻生区区民会議ニュースは、町会連合会のご協力により回覧されています。 
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